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第
１
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い(

問
１
～
７)

に
答
え
よ
。 

  

一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
の
青
年
た
ち
の
精
神
の
変
化
つ
ま
り
、
脱
高
度
成
長
期
に
人
間
を
形
成
し
た
世
代
の
精
神
を
、
か
つ
て
高
度
成
長
期
を
担
っ
た
世

代
の
精
神
と
比
較
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
三
つ
の
分
野
で
の
大
き
い
変
化
を
見
出
し
て
き
た
。
第
一
に
、
男
女
の
性
別
役
割
分
担
（
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
）
を
基
本
と
す
る
「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
の
解
体
。
第
二
に
「
生
活
満
足
度
」
と
く
に
物
質
面
に
お
け
る
満
足
度
の
増
大
と
、
関
連
し
て
、「
結
社
闘
争
性
」
の
鎮
静
、
あ

る
い
は
「
保
守
化
」。
第
三
に
、
〈
魔
術
的
な
る
も
の
〉
の
再
生
、
あ
る
い
は
、
合
理
主
義
的
な
世
界
像
の
ゆ
ら
ぎ
。 

 

こ
れ
ら
三
つ
の
全
く
異
な
っ
た
分
野
に
お
け
る
変
化
は
、
た
が
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
（
ア
）
グ
ウ
ゼ
ン
に
同
じ
時
代
に
進
行
し
た
、
無

関
係
の
三
つ
の
変
化
だ
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
第
一
の
最
も
大
き
い
変
化
「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
の
解
体
に
も
う
一
度
立
ち
返
っ
て
み
て
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
こ
の
時
代
に
起
こ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
は
、
な
ぜ
解
体
し
た
の
か
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
男
女
の
平
等
に
反
し
、
自
由
を
（
イ
）
セ
イ
ヤ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い

は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
日
本
は
一
九
四
五
年
の
敗
戦
と
、
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
く
「
戦
後
改
革
」
の
時
期
に
す
で
に
自
由
と
平
等
を
理
念

と
す
る
社
会
と
し
て
、
出
発
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
復
興
と
そ
れ
に
つ
づ
い
た
長
期
の
経
済
高
度
成
長
の
全
時
代
を
と
お
し
て
、
こ
の

型
の
家
族
は
主
流
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
Ａ
一
九
七
三
年
に
な
お
、
こ
の
型
の
家
族
は
青
年
の
最
大
の
理
想
で
あ
っ
た
。  

ち
な
み
に
（
中
略
）
こ
の
型
の
家
族
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
古
典
期
近
代
社
会
一
般
の
基
底
を
構
成
す
る
細
胞
で
あ
っ
た
。 

幾
何
学
の
方
法
論
で
は
、
一
見
無
関
係
に
見
え
る
補
助
線
を
適
切
に
一
本
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
形
の
本
質
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
つ
の
補
助
線
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
を
考
え
て
み
よ
う
。  

ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
建
国
以
来
、
自
由
と
平
等
と
い
う
理
念
を
高
く
掲
げ
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
社
会
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
軍
隊
に
お
い
て
は
、
規
律
と
命
令
系
統
と
が

生
命
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
自
由
も
平
等
も
、
理
念
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
現
実
の
実
行
原
則
と
し
て
は
当
然
「
封
印
」
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。  

「
封
建
的
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
自
由
と
平
等
の
正
反
対
を
示
す
言
葉
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
。
封
建
社
会
は
、
Ｂ
な
ぜ
「
封
建
的
」
で
あ
っ
た
の
か
。
日
本
で
い
え
ば
源
平

か
ら
「
戦
国
時
代
」
を
（
ウ
）
テ
ン
ケ
イ
と
し
て
「
士
農
工
商
」
に
至
る
ま
で
封
建
時
代
と
は
、
武
士
の
支
配
し
た
時
代
で
あ
る
。
武
士
と
は
戦
う
集
団
で
あ
る
。
戦
う
集
団
の

緊
迫
の
中
で
、
規
律
と
命
令
系
統
は
生
命
で
あ
り
、
自
由
も
平
等
も
そ
こ
で
は
抑
圧
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
自
由
と
平
等
の
抑
圧
の
代
名
詞
と
さ
れ
る
「
封
建
的
」
な
モ
ラ
ル

と
は
、
戦
う
集
団
の
戦
闘
合
理
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
正
し
く
言
う
よ
う
に
、
生
の
す
み
ず
み
の
領
域
ま
で
も
の
「
合
理
化
」、
生
産
主
義
的
、
Ｃ
手
段
主
義
的
な
合
理
化
（「
目
的
合
理
性
」
）
と
い
う

こ
と
が
近
代
社
会
の
原
理
で
あ
る
の
は
、
近
代
社
会
が
個
人
と
個
人
、
集
団
と
集
団
、
人
間
と
自
然
と
の
（
エ
）
ソ
ウ
コ
ク
性
（
戦
い
）
を
そ
の
原
理
と
す
る
社
会
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

た
と
え
ば
受
験
生
は
受
験
戦
争
に
勝
つ
た
め
に
現
在
の
生
き
る
時
間
を
、
未
来
の
目
的
の
た
め
の
「
手
段
」
と
考
え
て
、
生
活
の
す
み
ず
み
ま
で
も
合
理
化
し
、
自
分
で
自
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分
の
自
由
を
抑
圧
す
る
こ
と
が
あ
る
。
戦
争
が
終
結
す
れ
ば
、
こ
の
「
合
理
化
圧
力
」
は
解
除
さ
れ
、
自
由
に
〈
現
在
〉
の
生
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
近
代
か
ら
脱

近
代
に
至
る
歴
史
の
局
面
の
、
分
か
り
や
す
い
理
論
モ
デ
ル
で
あ
る
。  

同
型
の
こ
と
は
、
個
人
、
集
団
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
水
準
で
起
こ
る
。
企
業
間
の
自
由
な
競
争
が
は
げ
し
く
な
れ
ば
、
企
業
は
競
争
に
生
き
残
る
た
め
に
、
企
業
内
部
を

「
合
理
化
」
し
、
規
制
を
強
化
し
、
人
員
を
削
減
し
、
労
働
を
強
化
し
、
個
々
の
社
員
の
自
由
は
抑
圧
さ
れ
る
。「
競
争
」
と
「
合
理
化
」
を
中
間
項
と
す
る
、
Ｄ
自
由
の
反
転
。  

 

戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期
を
と
お
し
て
、
日
本
の
家
族
は
戦
う
集
団
で
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
の
若
い
新
し
い
家
族
た
ち
は
「
茶
ブ
台
代
わ
り
の
み
か
ん
箱
一
つ
」
の
生

活
か
ら
出
発
し
て
、
炊
飯
器
を
手
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
を
手
に
入
れ
、
テ
レ
ビ
を
手
に
入
れ
、
部
屋
を
手
に
入
れ
、
自
動
車
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
闘
い
続
け
て
き
た
。
高
度
経

済
成
長
期
の
「
モ
ー
レ
ツ
社
員
」「
企
業
戦
士
」
た
ち
を
支
え
た
の
は
こ
の
家
族
だ
っ
た
。
女
た
ち
は
男
た
ち
の
戦
い
の
Ｅ
後
顧
の
憂
い
な
き
よ
う
、
人
間
と
生
活
の
再
生
産(

家

事
と
育
児)

を
引
き
受
け
、
愛
情
一
本
チ
オ
ビ
タ
・
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ
て
、
夫
を
毎
朝
戦
場
に
送
り
出
し
て
き
た
。
炊
飯
器
を
手
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
を
手
に
入
れ
、
ク
ー

ラ
ー
を
手
に
入
れ
、
部
屋
を
手
に
入
れ
、
自
動
車
を
手
に
入
れ
た
現
在
、
経
済
成
長
課
題
は
す
で
に
達
成
さ
れ
、
生
活
の
物
質
面
は
す
で
に
充
ち
た
り
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

の
服
従
と
役
割
分
担
は
、
考
え
て
み
れ
ば
何
の
根
拠
も
な
い
も
の
と
な
る
。  

「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
と
は
、
夫
の
経
済
力
に
対
す
る
妻
の
全
面
的
、
生
涯
的
な
信
頼
と
依
存
、
妻
の
生
活
処
理
能
力
に
対
す
る
夫
の
全
面
的
、
生
涯
的
な
信
頼
と
依
存

を
前
提
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
強
力
に
モ
ノ
ガ
ミ
ー
的(

一
夫
一
婦
制
的)

な
モ
ラ
ル
を
形
成
し
、
ま
た
こ
の
モ
ノ
ガ
ミ
ー
的
な
モ
ラ
ル
に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
充
全
に
生

き
ら
れ
る
。  

こ
の
人
生
の
根
幹
の
安
定
を
お
び
や
か
す
恐
れ
の
あ
る
婚
姻
外
的
な
性
関
係
は
、
不
吉
な
も
の
、
許
し
え
な
い
も
の
＝
反
倫
理
と
し
て
感
覚
さ
れ
る
。
生
涯
的
な
相
互
依
存

と
相
互
拘
束
の
モ
ノ
ガ
ミ
ー
制
の
関
係
の
絶
対
性
が
解
体
す
れ
ば
、
婚
姻
前
提
の
生
産
主
義
的
な
性
の
モ
ラ
ル
も
絶
対
性
を
失
う
こ
と
と
な
る
。  

「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
の
本
質
は
、
人
間
の
生
の
全
領
域
の
生
産
主
義
的
な
手
段
化(

instrumentalism)

、
と
い
う
仕
方
で
の
合
理
化
の
貫
徹
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
リ
ビ

ド
ー
の
生
産
主
義
的
な
管
理
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、pro

d
u
c
t
i
ve

な
性
、
未
来
に
責
任
を
も
っ
て
育
成
す
る
体
勢(

＝
婚
姻
）
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
性
の
み
を
許
容
す

る
。
一
見
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
、
近
代
家
父
長
制
的
な
家
庭
の
理
想
像
の
解
体
と
、
婚
姻
主
義
的
な
性
の
モ
ラ
ル
の
解
体
が
連
動
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。  

生
存
の
物
質
的
な
基
本
条
件
の
確
保
の
た
め
の
戦
い
の
強
い
る
、
生
産
主
義
的
、
未
来
主
義
的
な
〈
合
理
化
〉
の
圧
力
に
よ
る
、
男
女
の
平
等
の
封
印
も
性
の
自
由
の
封
印

も
、
こ
の
戦
い
の
勝
利
と
共
に
そ
の
根
拠
を
失
っ
て
失
効
し
、
平
等
を
求
め
る
女
性
た
ち
の
声
、
自
由
を
求
め
る
青
年
た
ち
の
声
の
前
に
、「
近
代
家
父
長
制
家
族
」
の
シ
ス
テ

ム
と
こ
れ
を
支
え
る
モ
ラ
ル
と
感
覚
の
総
体
は
、
音
を
立
て
て
の
崩
壊
を
開
始
す
る
他
は
な
い
。  

四
〇
年
間
の
青
年
た
ち
の
精
神
の
変
化
を
追
跡
し
て
き
た
調
査
が
見
出
し
た
三
つ
の
大
き
な
分
野
に
お
け
る
変
化
。―

―

①
「
近
代
家
族
」
の
シ
ス
テ
ム
解
体
と
、
関
連
し

て
婚
姻
主
義
的
な
性
の
モ
ラ
ル
の
解
体
、
②
「
生
活
満
足
感
」
の
増
大
と
、「
保
守
化
」、
③
〈
魔
術
的
な
る
も
の
〉
の
再
生
、
は
、 

一
見
た
が
い
に
無
関
係
の
も
の
の
よ
う
に

見
え
る
が
、
こ
の
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
経
済
成
長
課
題
の
完
了
、
こ
れ
に
よ
る
合
理
化
圧
力
の
解
除
、
あ
る
い
は
減
圧
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、 

一
貫
し
た
理
論
ス
キ

ー
ム
の
中
で
、
明
晰
に
全
体
統
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。  

（
中
略
） 
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く
り
か
え
し
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
の
根
本
理
念
は
〈
自
由
〉
と
〈
平
等
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
Ｆ
近
代
の
現
実
原
則
は
〈
合
理

化
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
会
の
す
み
ず
み
、
生
の
す
み
ず
み
の
領
域
ま
で
も
の
、
生
産
主
義
的
、
未
来
主
義
的
、
手
段
主
義
的
な
合
理
性
の
浸
透
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
手
段
主
義
的
と
は
、
現
在
の
生
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
未
来
に
あ
る
「
目
的
」
の
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン 

(
再
創
造)

」
と
い
う
言
い
方
が
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
生
を
そ
れ
自
体
と
し
て
楽
し
む
べ
き
活
動
さ
え
も
、
将
来
の
労
働
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

補
充(

再
創
成)

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
安
心
し
て
楽
し
ま
れ
る
と
い
う
倒
錯
が
、
日
常
の
生
の
自
明
の
感
覚
と
な
る
。
こ
の
感
覚
が
、
社
会
と
集
団

と
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
水
準
の
シ
ス
テ
ム
に
し
み
わ
た
り
つ
く
す
の
が
近
代
で
あ
る
。
あ
る
い
は
成
熟
し
つ
く
し
た
近
代
の
（
ウ
）
テ
ン
ケ
イ
像
で
あ
る
。  

（
中
略
） 

近
代
と
は
（
中
略
）、
人
間
と
い
う
種
の
歴
史
の
第
Ⅱ
局
面
、
爆
発
的
な
増
殖
と
い
う
局
面
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
第
Ⅱ
局
面
の
二
千
数
百
年
を
と
お
し
て
、
人
間
は

自
然
を
征
服
し
、
互
い
に
他
を
征
服
し
て
、
生
存
の
物
質
的
な
基
本
条
件
を
獲
得
し
て
き
た
。
全
地
表
に
ひ
ろ
が
り
つ
く
し
た
増
殖
の
果
て
に
、
高
度
産
業
社
会
と
よ
ば
れ
る

人
類
の
一
定
部
分
は
、
こ
の
生
存
の
物
質
的
な
基
本
条
件
の
獲
得
と
い
う
目
的
を
、
真
に
切
実
な
課
題
と
し
て
は
ほ
ぼ
達
成
し
、
生
産
主
義
的
、
未
来
主
義
的
、
手
段
主
義
的

な
「
合
理
性
」
へ
の
圧
力
の
一
挙
の
減
圧
と
い
う
局
面
を
、
史
上
初
め
て
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
圧
力
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
の
価
値
観
と
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
シ
ス
テ
ム
と
人
間
観
と
モ
ラ
ル
と
感
覚
が
、
一
つ
ま
た
一
つ
、
解
体
を
開
始
し
て
ゆ
く
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
は
「
近
代
」
の
基
本
原
則
が
、
生
産
主
義
的
、
未
来
主
義
的
、
手
段
主
義
的
な
〈
合
理
化
〉
の
、
生
の
す
み
ず
み
の
領
域
ま
で
も
の
浸
透
と
い
う
原
則
が
、
根
拠
を
失

っ
て
失
効
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
新
し
い
高
原
の
局
面
を
、
近
代
の
後
の
時
代
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、「
近
代
」
の
根

本
理
念
が
、
こ
の
合
理
化
の
圧
力
に
よ
る
〈
封
印
〉
を
解
凍
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
近
代
」
の
初
心
の
理
念
が
、
自
由
と
平
等
が
、
初
め
て
現
実
の
社
会

に
お
い
て
、
実
現
す
る
道
を
開
か
れ
る
局
面
で
も
あ
る
。 

 

（
見
田
宗
介
『
現
代
社
会
は
ど
こ
に
向
か
う
か 

高
原
の
見
晴
ら
し
を
切
り
開
く
こ
と
』
一
部
改
変
） 
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問
１ 

傍
線
部
（
ア
）
～
（
エ
）
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１ 

～ 

４ 
 

   

１ 

（
ア
）
グ
ウ
ゼ
ン 

① 

こ
の
会
社
は
タ
イ
グ
ウ
が
よ
い
。 

② 

父
は
神
社
で
グ
ウ
ジ
を
し
て
い
る
。 

③ 

こ
の
話
は
世
界
中
で
広
く
知
ら
れ
た
グ
ウ
ワ
で
あ
る
。 

④ 

遺
跡
か
ら
ド
グ
ウ
が
出
土
し
た
。 

⑤ 

自
分
の
グ
コ
ウ
を
恥
じ
る
。 

   

２ 

（
イ
）
セ
イ
ヤ
ク 

① 

売
買
が
セ
イ
ヤ
ク
し
た
。 

② 

入
学
す
る
学
校
の
セ
イ
フ
ク
を
買
っ
た
。 

③ 

会
員
に
な
る
に
は
セ
イ
ヤ
ク
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
必
要
が
あ
る
。 

④ 

こ
の
器
の
詳
し
い
セ
イ
ゾ
ウ
方
法
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

⑤ 

時
計
を
見
て
、
セ
イ
カ
ク
な
時
刻
を
知
る
。 

   

３ 

（
ウ
）
テ
ン
ケ
イ 

① 

芸
術
作
品
を
テ
ン
ジ
し
た
。 

② 

キ
テ
ン
を
利
か
し
て
、
難
局
を
乗
り
越
え
た
。 

③ 

こ
の
キ
ョ
テ
ン
を
敵
に
と
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。 

④ 

今
日
は
、
セ
イ
テ
ン
だ
。 

⑤ 

こ
の
言
葉
の
シ
ュ
ッ
テ
ン
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。 
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４ 

（
エ
）
ソ
ウ
コ
ク 

① 

苦
手
な
科
目
を
コ
ク
フ
ク
す
る
。 

② 
フ
ッ
コ
ク
し
た
書
籍
を
購
入
す
る
。 

③ 

写
真
と
コ
ク
ジ
し
た
人
を
見
か
け
る
。 

④ 

わ
ず
か
ば
か
り
の
ザ
ッ
コ
ク
を
食
べ
る
。 

⑤ 

列
車
が
キ
ョ
ウ
コ
ク
を
渡
る
。 
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問
２ 

傍
線
部
Ａ
の
論
拠
と
し
て
最
も
適
当
な
表
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

５ 
 

 

                        

A
「夫唱婦随」父親は一家の主人としての威厳をもち、

母親は父親をもりたてて、心から尽くしている。

B
「夫婦自立」父親も母親も、自分の仕事や趣味をもっ

ていて、それぞれ熱心に打ち込んでいる。

C
「性別役割分担」父親は仕事に力を注ぎ、母親は任さ

れた家庭をしっかりと守っている。

D
「家庭内協力」父親はなにかと家庭のことにも気をつ

かい、母親も暖かい家庭づくりに専念している。

各項目の内容

① 理想の家族像（％）

項目 1973年 2013年

A 5 18

B 29 17

Ｃ 7 40

Ｄ 58 23

② 理想の家族像（％）

項目 1973年 2013年

A 18 5

B 17 29

Ｃ 40 7

Ｄ 23 58

③ 理想の家族像（％）

項目 1973年 2013年

A 17 18

B 26 27

Ｃ 20 20

Ｄ 37 35

④ 理想の家族像（％）

項目 1973年 2013年

A 6 18

B 29 17

Ｃ 40 7

Ｄ 24 58

⑤ 理想の家族像（％）

項目 1973年 2013年

A 18 17

B 27 26

Ｃ 20 20

Ｄ 35 37
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問
３ 

傍
線
部
Ｂ
「
な
ぜ
『
封
建
的
』
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

解
答
番
号
は 

 

６ 
 

① 
自
由
と
平
等
を
抑
圧
し
て
い
る
か
ら
。 

② 

規
律
と
命
令
系
統
が
優
先
さ
れ
た
か
ら
。 

③ 

目
上
の
人
に
は
逆
ら
え
な
い
社
会
だ
っ
た
か
ら
。 

④ 

「
士
農
工
商
」
と
い
う
身
分
制
度
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
。 

⑤ 

武
士
と
い
う
戦
う
集
団
の
合
理
性
の
た
め
。 

  

問
４ 

傍
線
部
Ｃ
「
手
段
主
義
的
な
合
理
化
」
に
当
て
は
ま
る
考
え
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

７ 
 

① 

勉
強
が
好
き
だ
か
ら
塾
に
行
く
。 

② 

お
金
を
払
っ
た
か
ら
塾
に
行
く
。 

③ 

行
か
な
い
と
親
に
叱
ら
れ
る
か
ら
塾
に
行
く
。 

④ 

将
来
よ
い
職
業
に
つ
き
た
い
か
ら
塾
に
行
く
。 

⑤ 

先
生
が
好
き
だ
か
ら
塾
に
行
く
。 

  

問
５ 

傍
線
部
Ｄ
「
自
由
の
反
転
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

８ 
 

① 

競
争
の
自
由
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
、
不
自
由
な
状
態
を
招
く
こ
と
。 

② 

競
争
の
自
由
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
、
不
平
等
な
状
態
を
つ
く
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
。 

③ 

だ
れ
か
の
自
由
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
、
他
の
人
が
自
由
に
な
る
こ
と
。 

④ 

だ
れ
か
の
自
由
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
、
平
等
な
状
態
を
つ
く
り
出
す
こ
と
。 

⑤ 

自
由
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
、
競
争
が
激
し
く
な
る
こ
と
。 
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問
６ 

傍
線
部
Ｅ
「
後
顧
の
憂
い
な
き
」
に
最
も
近
い
意
味
を
も
つ
四
字
熟
語
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

９ 
 

① 
疑
心
暗
鬼 

② 
虚
心
坦
懐 

③ 

一
喜
一
憂 

④ 

三
顧
之
礼 

⑤ 

勇
猛
果
敢 

  

問
７ 

傍
線
部
Ｆ
「
近
代
の
現
実
原
則
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１０ 
 

① 

目
的
を
果
た
す
た
め
に
何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
。 

② 

よ
り
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
生
産
性
を
あ
げ
る
努
力
を
す
る
。 

③ 

物
事
を
進
め
て
い
く
と
き
は
、
事
前
に
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
、
そ
れ
に
そ
っ
て
行
動
す
る
。 

④ 

家
族
内
で
は
、
父
親
、
母
親
、
兄
弟
姉
妹
に
関
係
な
く
、
意
見
を
言
い
合
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
。 

⑤ 

電
化
製
品
な
ど
を
そ
ろ
え
る
こ
と
よ
り
も
、
資
産
運
用
を
考
え
、
老
後
の
生
活
に
備
え
る
。 
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第
２
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
７
）
に
答
え
よ
。 

 
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
日
本
人
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
Ａ
ハ
ラ
芸
の
二
刀
流
で
す
。
家
族
や
友
達
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
会
話
を
し
て
い
る
と
き
に
、
ロ

ジ
ッ
ク
を
使
う
の
は
、
や
は
り
理
屈
っ
ぽ
く
て
、
堅
苦
し
く
、
か
え
っ
て
人
間
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
ま
す
。
明
治
の
知
識
人
が
そ
う
（
ア
）
キ
ト
し
た
よ
う
に
、
日
常
生
活
で

は
ハ
ラ
芸
を
使
い
な
が
ら
、
公
の
場
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
Ｂ
方
便
、
す
な
わ
ち
「
知
的
護
身
術
」
と
し
て
、
意
識
的
に
ロ
ジ
ッ
ク
を
使
う
の
で
す
。 

お
お
ま
か
に
ま
と
め
る
な
ら
、
公
の
場
で
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
と
き
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
を
用
い
ま
す
。
話
す
と
き
は
「
で
す
ま
す
調
」、
書
く
と
き
は
「
で
あ
る
調
」
に
す

れ
ば
い
い
だ
け
で
す
。
伝
統
的
な
日
本
の
ハ
ラ
芸
を
使
う
の
は
、
タ
メ
口
で
話
す
と
き
だ
け
、
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
（
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で
は
、
た
と
え
口
語
や
俗
語
で

も
、
ロ
ジ
ッ
ク
を
使
い
ま
す
）
。 

（
中
略
） 

と
は
い
え
、「
で
あ
る
調
」
で
ロ
ジ
カ
ル
に
日
本
語
を
書
く
機
会
は
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
硬
い
評
論
文―

―

新
聞
の
社
説
や
雑
誌
、
書
籍
な
ど―

―

を

「
読
む
」
機
会
な
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
あ
っ
て
も
、
「
書
く
」
の
は
、
せ
い
ぜ
い
、
大
学
受
験
で
の
小
論
文
か
、
大
学
で
の
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
く
ら
い
で
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
（
イ
）
フ
キ
ュ
ウ
し
た
現
代
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
日
本
語
を
ロ
ジ
カ
ル
に
「
書
く
」
機
会
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
実
に
は
、
ほ
と
ん
ど
電
子
メ
ー
ル

だ
け
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
メ
ー
ル
の
文
面
も
「
で
す
ま
す
調
」
で
す
か
ら
、
実
際
に
は
「
話
す
」
こ
と
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
と
こ
ろ
が
、
こ
の
メ
ー

ル
が
、
く
せ
も
の
な
の
で
す
。 

数
学
者
の
藤
原
正
彦
さ
ん
は
、『
国
家
の
品
格
』（
新
潮
新
書
）
の
中
で
、
日
本
の
文
明
の
特
徴
と
し
て
、「
情
緒
」
と
「
形
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
最
た
る
も
の

が
「
手
紙
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
語
の
手
紙
は
、
前
文
、
主
文
、
後
付
け
の
順
番
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
前
文
ひ
と
つ
取
っ
て
み
て
も
、
「
拝
啓
」
な
ど
の
「
頭
語
」、
次
に
「
時
候
の
あ
い
さ
つ
」、「
（
ウ
）

ア
ン
ピ
を
問
い
、
繁
栄
を
喜
ぶ
言
葉
」
、「
平
素
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
礼
」
と
、
細
か
く
そ
の
順
序
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、「
手
紙
を
出
す
」
と
い
う
「
行
為
」、
す
な
わ
ち
「
形
」
そ
の
も
の
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
五
月
で
あ
れ
ば
、
頭
語
と

時
候
の
あ
い
さ
つ
は
、「
拝
啓 

新
緑
の
候 

皆
様
ま
す
ま
す
（
エ
）
ご
ケ
ン
シ
ョ
ウ
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
」
で
す
。
相
手
が
会
社
経
営
者
で
、
そ
の
や
り
く
り
に

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
あ
え
て
形
式
的
に
そ
う
書
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
心
は
伝
わ
り
ま
す
。
忙
し
い
さ
な
か
、
わ
ざ
わ
ざ
ペ
ン
を
走
ら
せ
、
手
紙
を
書
い

て
く
れ
た
。「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
元
気
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
心
を
、「
手
紙
」
と
い
う
「
形
」
に
乗
せ
て
伝
え
る
の
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
、

日
本
人
の
「
察
し
」
で
あ
り
、
ホ
ン
ネ
と
タ
テ
マ
エ
の
使
い
わ
け
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
最
近
で
は
、
メ
ー
ル
が
主
流
と
な
り
、
手
紙
を
書
く
機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
手
紙
と
い
う
「
形
」
の
持
つ
重
み
は
、
い

っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
礼
や
謝
罪
、
借
金
の
申
し
込
み
な
ど
は
、
本
気
で
あ
る
な
ら
、
メ
ー
ル
で
は
な
く
、
手
紙
に
し
た
方
が
よ
い
、

と
考
え
る
日
本
人
は
、
今
で
も
多
い
も
の
で
す
。
下
手
な
文
字
で
も
自
筆
で
手
紙
を
し
た
た
め
、
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
文
字
通
り
「
も
の
を
言
う
」
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の
で
す
。 

実
は
、
こ
の
手
紙
に
関
し
て
、
僕
自
身
が
痛
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
ち
く
ま
新
書
の
現
編
集
長
と
、
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
大
阪
の
あ
い
り
ん
地

区
に
取
材
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
新
大
阪
駅
近
く
の
ホ
テ
ル
で
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
、
神
戸
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
ク
ッ
キ
ー
を
お
み
や
げ
に
た
ず
さ
え
、

新
大
阪
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
有
意
義
な
お
話
を
し
た
後
、
喜
ん
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
帰
宅
し
て
す
ぐ
、
お
礼
の
メ
ー
ル
を
送
信

し
ま
し
た
。
す
べ
て
「
形
」
に
則
っ
た
行
為
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
編
集
長
か
ら
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
せ
ん
。
確
か
、
土
日
を
は
さ
ん
で
の
出
張
で
し
た
か
ら
、「
そ
れ
な
ら
月
曜
に
は
返
信
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
月
曜
に
な
っ
て
も
、
火
曜
に
な
っ
て
も
、
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
の
で
す
。
正
直
、
こ
れ
に
は
僕
も
カ
チ
ン
と
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
り
に
付
き
合
い
の
長
い
著
者

が
（
最
初
の
出
版
か
ら
な
ら
約
十
年
）
、
手
土
産
ま
で
持
っ
て
片
道
二
時
間
の
道
の
り
を
出
か
け
て
い
っ
た
の
に
、
ホ
ン
ネ
は
ど
う
あ
れ
、
形
式
的
に
失
礼
で
は
な
い
か
、
と
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
、
郵
便
受
け
を
開
い
て
み
る
と
、
な
ん
と
、
実
に
丁
寧
に
し
た
た
め
ら
れ
た
編
集
長
か
ら
の
直
筆
の
手
紙
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
a
（ 

 

）。 

（
中
略
） 

現
代
日
本
人
の
生
活
に
お
い
て
、
メ
ー
ル
は
、
英
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
も
っ
と
も
い
び
つ
に
入
り
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
英
語
の
「
ロ
ジ
ッ
ク
」
だ
け
で
も
、
ま
た
日
本
語
の
「
形
と
情
緒
」
だ
け
で
も
な
い
「
文
化
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
」
で
す
。 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
経
済
学
者
グ
ン
ナ
ー
・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
、『
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
』
の
中
で
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
近
代
化
過
程
に
お
い
て
直
面
す
る
「
制
度
と
態
度
」

の
問
題
を
論
じ
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
「
制
度
と
態
度
」
は
文
化
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、「
慣
性
」
を
持
っ
た
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
、
近
代
化
を
阻
み

ま
す
。 

電
子
メ
ー
ル
の
書
き
方
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
英
語
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
当
然
の
帰
結
な
の
で
す
が
、
伝
統
的
な
日
本
の
「
形
と
情
緒
」
が
、
ま
さ
に
慣
性
を
持
っ
た
障
害
と
な
っ
て
、
今
日
の
文
化

ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
も
た
ら
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
に
、
僕
が
書
籍
を
出
版
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
、
僕
は
自
社
制
作
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
リ
リ
ー
ス
し
て
お
り
、
編

集
部
の
ご
厚
意
で
、
チ
ラ
シ
（
広
告
）
の
投
げ
込
み
（
注
１
）

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
僕
は
決
断
を
た
め
ら
っ
て
い
て
、
図
１
の
よ
う

な
メ
ー
ル
を
担
当
の
編
集
さ
ん
に
送
り
ま
し
た
。 

改
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、
僕
の
文
面
は
、
b
（ 

 

）。「
頭
語
」
や
「
時
候
の
あ
い
さ
つ
」
こ
そ
な
い
も
の
の
、
主
文
に
入
る
前
に
、
き
ち
ん
と
「
平
素
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
お
礼
」
を
述
べ
て
い
ま
す
。
形
式
的
な
「
前
文
」
で
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
の
最
後
に
、「
大
変
な
乱
文
で
あ
る
」
と
、
謙
遜
も
し
て
い
ま
す
（
何
度
も
推
敲
し
、
失
礼

の
な
い
よ
う
に
書
い
た
文
面
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
）。 

実
は
、
僕
の
中
で
は
、
こ
れ
は
チ
ラ
シ
の
投
げ
込
み
を
正
式
に
依
頼
す
る
メ
ー
ル
で
し
た
。「
た
だ
」
と
譲
歩
し
、
躊
躇
を
伝
え
て
は
い
ま
す
が
、「
基
本
的
に
は
お
願
い
す

る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
」
を
ク
レ
ー
ム
（
注
２
）

に
し
て
書
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
躊
躇
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
は
、
タ
テ
マ
エ
で
す
。
メ
ー
ル
の
最
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後
で
、
チ
ラ
シ
の
納
入
先
や
納
入
部
数
、
納
入
期
日
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ
て
お
り
、
婉
曲
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
ホ
ン
ネ
と
タ
テ
マ
エ
は
、
十
分
に
伝
わ
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

ｃ
（ 

 

）
、
こ
の
メ
ー
ル
に
対
す
る
担
当
さ
ん
か
ら
の
お
返
事
は
、「
こ
ち
ら
に
迷
惑
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
〇
月
〇
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

れ
ば
、
間
に
合
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
お
考
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
で
し
た
。
ｄ
（ 

 

）、
ホ
ン
ネ
と
タ
テ
マ
エ
を
逆
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

  

 

    

 

     

  

（
横
山
雅
彦
『「
超
」
入
門
！ 

論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
一
部
改
変
） 

 

注
１ 

チ
ラ
シ
（
広
告
）
の
投
げ
込
み ―

 

製
本
し
た
本
に
チ
ラ
シ
（
広
告
）
を
挟
み
込
む
こ
と
。 

注
２ 

ク
レ
ー
ム ―

 

こ
こ
で
は
「
要
件
」
と
い
う
意
味
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
。 

  

図１ 



12 

 

問
１ 

傍
線
部
（
ア
）
～
（
エ
）
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１１ 

～ 

１４ 
 

   

１１ 

（
ア
）
キ
ト 

① 

友
人
は
い
つ
も
キ
ゲ
ン
が
よ
い
。 

② 

創
立
15
周
年
の
キ
ネ
ン
式
典
に
参
加
す
る
。 

③ 

相
手
の
活
躍
を
キ
ネ
ン
す
る
。 

④ 

良
い
キ
カ
ク
を
立
案
す
る
。 

⑤ 

被
災
者
に
衣
類
を
キ
フ
す
る
。 

   

１２ 

（
イ
）
フ
キ
ュ
ウ 

① 

生
物
が
い
ず
れ
死
ぬ
の
は
、
フ
ヘ
ン
的
な
事
実
だ
。 

② 

フ
シ
ョ
ウ
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
ま
す
。 

③ 

フ
カ
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。 

④ 

現
在
で
は
、
フ
ケ
イ
よ
り
も
保
護
者
と
い
う
表
現
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。 

⑤ 

今
年
の
ホ
ウ
フ
を
述
べ
る
。 

   

１３ 

（
ウ
）
ア
ン
ピ 

① 

ヒ
ガ
ン
を
達
成
し
た
。 

② 

キ
ョ
ヒ
的
な
反
応
を
示
す
。 

③ 

欠
席
者
の
ヒ
リ
ツ
が
高
い
。 

④ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ヒ
ツ
ウ
チ
設
定
に
す
る
。 

⑤ 

ヒ
ク
ツ
な
態
度
を
と
る
。 
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１４ 
（
エ
）
ご
ケ
ン
シ
ョ
ウ 

① 
粘
り
強
い
コ
ウ
シ
ョ
ウ
を
続
け
る
。 

② 

ゴ
シ
ョ
ウ
で
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
。 

③ 

取
引
先
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ウ
を
重
ね
る
。 

④ 

応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
の
シ
ョ
ウ
リ
ツ
が
高
い
。 

⑤ 

仮
説
を
シ
ョ
ウ
メ
イ
す
る
。 

  

問
２ 

傍
線
部
Ａ
「
ハ
ラ
芸
」
が
用
い
ら
れ
る
場
面
の
最
も
端
的
な
例
と
し
て
筆
者
が
挙
げ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１５ 
 

① 

公
の
場
で
話
す
こ
と 

② 

手
紙
を
書
い
て
送
る
こ
と 

③ 

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と 

④ 

苦
し
ん
で
い
る
人
に
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
こ
と 

⑤ 

丁
寧
な
電
子
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と 

 

 

問
３ 

傍
線
部
Ｂ
「
方
便
」
に
最
も
近
い
意
味
の
言
葉
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１６ 
 

① 

理
屈 

② 

直
情 

③ 

便
宜 

④ 

隠
蔽 

⑤ 

防
衛 
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問
４ 

傍
線
部
Ｃ
「
と
こ
ろ
が
、
こ
の
メ
ー
ル
が
、
く
せ
も
の
な
の
で
す
。」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。 

解
答
番
号
は 

 

１７ 
 

① 
電
子
メ
ー
ル
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
の
文
明
を
最
も
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
「
手
紙
」
が
廃
れ
て
し
ま
う
。 

② 

電
子
メ
ー
ル
で
は
心
が
伝
わ
り
づ
ら
い
た
め
、
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
が
進
ん
で
し
ま
う
。 

③ 

電
子
メ
ー
ル
の
書
き
方
は
英
語
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
英
語
化
し
て
し
ま
う
。 

④ 

電
子
メ
ー
ル
は
手
紙
と
違
っ
て
「
形
」
を
持
た
ず
、「
慣
性
」
を
も
っ
た
大
き
な
障
害
と
な
る
た
め
、
厄
介
で
あ
る
。 

⑤ 

日
本
人
の
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
ハ
ラ
芸
が
い
び
つ
に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
た
め
、
時
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
誤
解
が
生
じ
て
し
ま
う
。 

  

問
５ 

a(
 
 
 
 
)

に
当
て
は
ま
る
文
章
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１8 
 

① 

ま
さ
に
、
一
本
取
ら
れ
た
気
分
で
し
た 

② 

返
信
が
遅
す
ぎ
る
と
思
い
ま
し
た  

③ 

編
集
長
が
何
を
思
っ
た
の
か
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た 

④ 

編
集
長
に
対
し
て
、
さ
ら
に
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た 

⑤ 

そ
こ
に
は
、
編
集
長
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
が
書
か
れ
て
お
り
、
心
温
ま
り
ま
し
た 

  

問
６ 

ｂ( 
 
 
 
)

に
当
て
は
ま
る
文
章
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

１９ 
 

① 

手
紙
の
書
き
方
そ
の
も
の
で
す 

② 

ま
さ
に
文
化
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
す 

③ 

完
全
に
ロ
ジ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
い
ま
す 

④ 

メ
ー
ル
の
後
半
ま
で
読
ま
な
い
と
要
件
が
分
か
ら
ず
、
丁
寧
で
は
あ
る
も
の
の
、
読
み
づ
ら
い
で
す 

⑤ 

躊
躇
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
端
的
に
要
件
が
伝
わ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す 
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問
７ 
ｃ
（ 

 

）、
ｄ
（ 

 

）
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は 

 

２０ 
 

① 
ｃ
そ
し
て
、
ｄ
つ
ま
り 

② 

ｃ
と
こ
ろ
が
、
ｄ
し
た
が
っ
て 

③ 

ｃ
と
こ
ろ
が
、
ｄ
つ
ま
り 

④ 

ｃ
そ
し
て
、
ｄ
し
た
が
っ
て 

⑤ 

ｃ
と
こ
ろ
が
、
ｄ
し
か
し 
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